
ダイナミックやまなし総合計画

（素案）のポイント

山梨県知事政策局
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資料１



◆計画の構成

○時代の潮流と本県の現状

○長期的展望

・目指すべき地域社会（今世紀後半ごろ）

・２０３０年ごろ（リニア中央新幹線開業後）頃に期待される姿

○アクションプラン

・目指すべき地域社会の実現に向けた具体的な取組

・計画期間・・・２０１５年度から２０１９年度
（東京オリンピック・パラリンピックまでの期間） 2



◆計画の性格と特徴

①地方創生時代を勝ち抜くための

新たな県政運営の基本指針

②リニア中央新幹線により飛躍的に高まる

有利性を最大限に生かした地域社会の創造

③新たな地域社会の創造に向けた

土台づくりの第１段階
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◆本県の地域資源と発展のポテンシャル
自然・環境 日本を代表する名峰（富士山、南アルプスなど）

ミネラルウォーター生産量（全国１位） など

歴史・文化 武田信玄ゆかりの地、ミレーの美術館（県立美術館）
人口100万当りの図書館数（全国１位） など

産業・技術 ぶどう・もも・すももの生産量（全国１位）
ロボット・半導体装置出荷額（全国１位）
地場産業（甲州水晶貴石細工など）、燃料電池研究 など

生活・社会 東京圏に隣接、保育所待機児童ゼロ など

○リニア開業効果【時間距離】

本県とのアクセス地 現 在 リニア開業後

東 京 １時間３０分 ２５分

名古屋 ３時間３０分 ４０分

⇒ 東京からの時間距離は新横浜と同等 4



◆時代の潮流
本県を取り巻く国・世界の動き

①人口減少抑止への挑戦

◆急激な人口減少と少子高齢化の進展
◆まち・ひと・しごと創生法の制定
◆地方創生を巡る自治体間競争の激化

②安心して生活できる保健・医療・
福祉の充実

◆地域における医療及び介護の総合的な確保に向けた取組
◆新たな子ども・子育て支援など、集中的な少子化対策の推進

③安全な暮らしの確保
◆東日本大震災を契機とする大規模広域災害対策の強化
◆事前防災・減災のための国土強靭化の推進

④社会・経済のグローバル化
◆訪日外国人数の増加と更なる拡大に向けた取組
◆ＴＰＰなど国際的な経済連携の進展

⑤産業・社会に変革をもたらすイノ
ベーションの創出

◆生産性の向上に向けた絶え間ないイノベーションの創出
◆ＩＴインフラ充実・利活用推進等による世界最先端ＩＴ国家の創造

⑥地球温暖化への対応とエネル
ギー政策の転換

◆温室効果ガス排出削減の新たな国際的枠組みづくり
◆再生可能エネルギーの普及促進と電力システム改革の推進

⑦活力ある経済活動と地域の暮ら
しを支える交通ﾈｯﾄﾜｰｸの構築

◆リニア中央新幹線、高速道路ネットワークの整備推進
◆コンパクトシティの形成と公共交通の再編

⑧地方分権・地域間連携の推進 ◆提案方式による権限移譲、自治体間連携制度の創設

⑨効率的かつ効果的な行財政運営
の推進

◆経済再生と歳入歳出改革の一体的な推進 5



◆本県の現状

本県のいま

人口減少 人口の自然減と社会減が同時進行、少子高齢化の進行 など

産業
機械電子産業中心の産業構造、製造業事業所数の減少
地場産業の出荷額減少、農林業の担い手の減少
日帰り観光客比率が高い など

県民生活
子育てしながら働ける環境の整備が不十分、教育問題の多様化
子どもの体力の低下、健康寿命は全国上位、医師数不足 など

インフラ
県内外を結ぶ交通網が脆弱、地域公共交通の弱体化
インフラ老朽化の進行、大規模自然災害発生の懸念
県内電力自給率が低い など

行財政運営 厳しい財政状況、高い県債残高、業務改善・効率化の推進 など
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６つの課題

課題１ 人口減少による負のスパイラルの克服

課題２ 本県経済と雇用を支える基幹産業の発展

課題３ 地域資源を生かした個性豊かな産業の創出

課題４ 明日のやまなしを担う子ども・子育て支援の充実

課題５ 生涯にわたり健康で生き生きと暮らせる地域づくり

課題６ 地域の暮らしと企業活動を守り、交流を促進する基盤づくり

＋
全体に共通する
行財政課題

効率的かつ効果的な行財政運営の推進
7
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◆長期的展望

目指すべき地域社会（今世紀後半頃）

①県民への安定的な雇用の提供
②県民生活を支える各種サービス提供体制の充実
③快適な生活環境の整備

輝き あんしん プラチナ社会

生き生きとした暮らし、活発な活動と交流の舞台

■■１００万人都市・やまなし■■
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新たな地域づくりの基本戦略
Y山梨を支える３つの力を高め

『輝き あんしん プラチナ社会』 を実現

Y山梨を支える３つの力

安 心 ・
防 災 力

景 観 ・
農 業 力

エ ネ ル ギ ー
供 給 力

地域経済の原動⼒となる⼒

・県内のエネルギー供給力強化

・安価で安定的なエネルギー

供給を確保

活力ある地域経済や生き
生きとした県民生活の実現

地域の魅⼒の源泉となる⼒
・農業など個性豊かな地域産業

の維持・発展

・産業間の連携強化による

新ビジネスの創出

・美しい農村景観の維持・向上

本県の魅力の増加

暮らし経済活動を守る⼒
・自然災害等への備えの着実な

推進

・地域や企業、行政などが一体

となったバランスの良い教育

や子育て、医療・福祉の充実

誰もが安心して暮らせる
地域づくりの推進
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ダイナミックやまなしプロジェクト

やまなし創生推進プロジェクト１

基幹産業発展・創造プロジェクト２
地域産業元気創造プロジェクト３
まなび・子育て環境創造プロジェクト４
健やか・快適環境創造プロジェクト５

取り組むべき課題を踏まえ、６つの方向から政策を展開

安全安⼼・交流基盤創造プロジェクト６
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山梨を支える
３つの力

エネルギー
供 給 力

安全安心・交流
基 盤 創 造
プロジェクト

地 域 産 業
元 気 創 造
プロジェクト

基 幹 産 業
発 展 ・ 創 造
プロジェクト

健やか・快適
環 境 創 造
プロジェクト

魅力的な自然環境
豊かな地域資源

東京圏に近接する
立地条件

リニア中央新幹線等による
アクセス性の飛躍的向上

＜未来の姿＞ 生き生きとした暮らし、活発な活動と交流の舞台

■■１００万人都市・やまなし■■

まなび・子育て
環 境 創 造
プロジェクト

やまなし創生
推 進
プロジェクト

県民総参加による新たな地域づくり

《 ダイナミックやまなし 》

２

３

４

５

６

１

地域経済の活性化 安定的な雇用の創出 暮らしやすさの向上

<価値と安心感の源泉>

◆ダイナミックやまなし総合計画の概念図
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《アクションプラン》

土台づくりの第１段階の取組

６つの「ダイナミックやまなしプロジェクト」に

２１政策と主な施策・事業を位置づけ体系的に取組を推進

目指すべき地域社会
輝き あんしん プラチナ社会

ダイナミックやまなしプロジェクト
（６プロジェクト）

プロジェクトを具体化する
ための取組（２１政策）
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各政策を構成する具体的な
取組（主な施策・事業）



《主な施策・事業》
やまなし創生推進プロジェクト１

政策１ 地方創生の効果的な推進

 県版人口ビジョン・総合戦略の策定と推進

 県民・企業と認識を共有し県民総参加で人口減少問題への取組を推進

 国際総合戦略の策定と効果的な推進 など

 県のリーダーシップで県民・企業・市町村等との連携協働を
強化

 「しごと」と「ひと」の好循環を確立し、「まち」に活力を取り戻す
「地方創生」の取組を強力に推進

主な施策
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基幹産業発展・創造プロジェクト２
政策１ 県経済を牽引する基幹産業の発展

 本県経済の基盤強化に必要な基幹産業を拡大・発展
 産学官金連携による新産業の集積、企業誘致等の推進

政策２ 自立・分散型エネルギー社会の構築

 安定した企業活動を支える地域づくりの推進
 県内エネルギー供給力の充実、クリーンエネルギーの普及促進

主な施策

 燃料電池、医療機器分野など新産業・成長産業の集積

 スマート工業団地の整備 など

主な施策

 自立・分散型社会の構築に向けたエネルギービジョンの策定・推進

 高効率発電システムの導入、蓄電システムの開発 など 15



 地域産業への人材供給体制の充実

 プロフェッショナル人材の確保・定着 など

政策３ 産業を担う人材の育成と確保

 本県産業の持続的発展に必要な即戦力人材の育成・確保
 企業等のニーズを踏まえた専門教育充実や大学等の連携強化

政策４ 中小企業の成長と持続的な発展

 県内中小企業の持続的発展を通じた本県産業の活性化
 学金と連携した経営安定・起業支援、知的財産の利活用促進

主な施策

 中小企業等振興条例を制定し、総合的に施策を推進

 財政面の支援充実など起業環境の整備、知的財産の発掘・保護 など

主な施策

基幹産業発展・創造プロジェクト２
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地域産業元気創造プロジェクト３
政策１ 豊かな森林資源の利活用

 健全で豊かな森林づくりの推進
 県産材の需要拡大、森林の多面的機能の活用促進

政策２ 高品質化・販路開拓による儲かる農業の展開

 農業を取り巻く環境変化への積極的な対応
 農産物の戦略的な販路拡大、生産効率化等を総合的に推進

主な施策

 適切な森林整備等の推進による健全な森林の保全

 県産ＦＳＣ材の活用促進とＣＬＴ工法等の積極導入 など

主な施策

 儲かる農業への転換等を図る新たな農業施策大綱の策定・推進

 東南アジアへの県産農産物販売拠点の設置など、海外販路の拡大

 県産農産物のブランド化とオリジナル品種等の開発・産地化 など 17



政策４ 個性あふれる地場産業の振興

 地場産業活性化に向けたブランド確立と高付加価値化の推進
 新たな製品・デザイン開発など個性あふれる産業創出の支援

政策３ 活気に満ちあふれた農山村の創造

 農業と農村風景を支える農山村の基盤づくり
 耕作放棄地の解消、担い手確保、鳥獣害対策など活力ある
農山村づくりを推進

主な施策

 農地中間管理機構の活動を通じた耕作放棄地の解消、農地集積の推進

 多様な担い手確保に向けた新規就農支援、企業の農業参入の推進

 野生鳥獣の適正管理と農作物被害防止対策の推進 など

主な施策

 ジュエリー・ワイン・織物等のブランド化、販路拡大への支援

 中小企業のデザイン力向上や人材育成への支援 など

地域産業元気創造プロジェクト３
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政策５ 富士山と魅力ある地域資源を活かした国際観光都市づくり

政策６ にぎわいを生み出す商業・中心市街地の活性化

 交流人口増加に向けた広域的な滞在型観光の推進
 地域観光資源の魅力向上や外国人観光客の受入環境を整備

 地域のにぎわい創出に向けた商業・商店街の活性化
 市町村等との連携による魅力ある商店街づくりなどへの支援

主な施策

 観光産業の活性化を図るための新たな計画の策定・推進

 世界遺産富士山をはじめとする観光資源の魅力向上と活用

 ＩＣＴ活用などによる外国人観光客の受入環境の整備 など

主な施策

 空き店舗活用など、市町村等と連携した商店街の活力再生

 甲府駅南口周辺地域、甲府城周辺地域等の整備 など

地域産業元気創造プロジェクト３
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まなび・子育て環境創造プロジェクト４
政策１ 安心して子どもを産み育てられる社会づくり

 若い世代が将来に希望を持てる社会の構築
 子育て協働社会の構築、妊娠・出産・子育ての負担を軽減

政策２ 個性と学力を伸ばす教育の充実

 個性を生かし自立・率先して行動できる人材の育成
 子どもたちの夢や希望の実現に向けた実践的な学習の推進

主な施策

 子育て支援隊結成やワークライフバランス推進など、子育て協働社会を構築

 産前産後と子育てに関する不安の解消や負担の軽減 など

主な施策
 児童生徒の学力向上やいじめ防止に向けた少人数教育、授業改善等の推進

 魅力ある高校づくりの推進と海外留学等によるグローバル人材の育成

 障害をもつ児童生徒の教育環境の整備 など 21



政策３ スポーツ・文化の振興と魅力の発信

 スポーツ・文化の振興を通じた活力と潤いある社会の実現
 県民がスポーツ・芸術文化に親しみ、実践する環境づくりと
県内外への情報発信

主な施策

 誰もがスポーツに参加できる環境の整備と子どもの体力向上の推進

 東京オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツによる交流の促進

 本県が誇る歴史や文化の積極的な発信 など

まなび・子育て環境創造プロジェクト４
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健やか・快適環境創造プロジェクト５
政策１ 生涯現役で活躍できる社会の創出

 誰もが生涯にわたり健康で生き生きと暮らせる社会づくり
 学び直しや知識等を生かせる機会の創出などを推進

政策２ 安心して暮らせる地域づくり

 住み慣れた地域で引き続き暮らせる仕組みづくり
 介護サービス提供体制の整備や障害者の自立支援等の推進

主な施策

 関係機関の連携による学び直しや職業訓練等の機会の提供

 高齢者の知識経験の活用や体力等の適性を考慮した活躍機会の提供 など

主な施策

 認知症への対応を含め、高齢者を地域全体で支える仕組みづくり

 障害や難病等にかかわらず、安心して暮らせるよう自立等を支援

 自殺者減少に向けた意識の醸成、相談支援 など 23



政策４ 「やまなしライフ・ワークスタイル」の実現

 大都市圏への利便性と本県の豊かな自然の強みを活かす
 リニア環境未来都市の整備、二地域居住等の推進

政策３ 県民の健康増進と医療の充実

 県民が生きがいを持って生涯現役で活躍できる社会の実現
 健康寿命の延伸や医療体制の充実、疾病対策などを推進

主な施策

 健康寿命の延伸を図るため生活習慣病の発症・重症化予防

 医師確保や偏在解消、病床の機能分化・連携、がん等疾病対策の推進 など

主な施策

 環境との共生や新たなライフ・スタイルが展開するリニア環境未来都市の整備

 政府関係機関の誘致や移住・定住促進に向けた相談支援の強化 など

健やか・快適環境創造プロジェクト５
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政策５ 魅力あふれる景観・環境づくり

 快適な県民生活と活発の交流を支える景観・環境の魅力向上
 行政・民間連携による景観づくりと総合的な環境保全の推進

主な施策

 地域景観リーダーの育成や屋外広告物の適性化

 自然環境の保全や地球温暖化対策・廃棄物対策等の推進 など

健やか・快適環境創造プロジェクト５

25
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安⼼安全・交流基盤創造プロジェクト６
政策１ 災害に強い県土・地域づくり

 大規模自然災害の発生に備えた防災・減災対策の推進
 公共施設の長寿命化や防災拠点機能強化等、強靭な県土づくり

政策２ 利便性の高い交通網の整備

 多様な交流を支える交通基盤を体系的に整備
 道路網やリニア中央新幹線の整備、バスネット再生等を推進

主な施策

 県強靭化計画等による強靭な県土づくり、公共施設長寿命化等の推進

 災害時の情報伝達基盤の整備や防災訓練など地域防災力の強化

 富士山火山噴火対策の推進 など

主な施策

 幹線道路ネットワークやリニア中央新幹線の整備推進

 交通弱者や観光客等に利便性の高いバス交通ネットワークの構築 など 27



◆行財政改革の絶え間ない推進
「挑戦する県庁」を創り上げ

「ダイナミックやまなしプロジェクト」を着実に推進

改革１ 県庁改革・県民サービスの充実

 県民ニーズを踏まえた柔軟で効率的な県庁づくり
 県政課題に積極的に行動する組織づくりや県民サービスの充実

改革２ 効果的な県財政運営の推進

 新たな地域づくりの財源確保など健全で持続可能な財政運営
 歳入の確保と県債等残高の削減、民間ノウハウの活用推進

 税収確保対策の推進と県債等残高の計画的削減

 県民参加型市場公募地方債の発行 など

主な施策

 政策推進のための人材育成や事務事業の見直し

 マイナンバー制度の独自利用に向けた検討 など

主な施策

28



◆効果的な計画の推進

Ｐ：計画策定

Ｄ：事業実施

Ｃ：事業評価（実施状況・成果指標）

評価結果の公表

・県議会等への報告
・県民への公表

Ａ：施策事業の改善・見直し

・翌年度以降の予算編成
・組織の見直し
・施策事業の展開への反映

29



参考：主要な部門計画

総合計画と各部門計画が緊密に連携し
効果的に政策を推進

主要な部門計画・・・３９計画（H27.9現在 策定中含む）

分野横断 人口ビジョン・総合戦略、国際総合戦略 など

産業 産業振興ビジョン、エネルギービジョン、森林・林業
振興ビジョン、農業施策大綱、観光推進計画 など

医療・福祉 地域福祉支援計画、地域保健医療計画、健康長寿
やまなしプラン、やまなし障害者プラン など

暮らし 消費者基本計画、子ども・子育て支援プラン など

教育文化 教育に関する大綱、文化芸術振興ビジョン など

インフラ 強靱化計画、公共施設等総合管理計画、社会資本
整備重点計画、バス交通ネットワーク再生計画 など30


